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全世界には約 9000種 の鳥類が生息、その内日本国内では約 500～ 550

種が記録されている。更に550種 の約半分の280種 が陸鳥、270種 が水

鳥である。

・鳥の特徴は立体的な空間を利用することである

・特徴的生態として小動物や小魚を餌とする鳥もいるが主に森林に棲む昆虫

や土壌動物、植物の種子、実、花、葉を食べる

0 自由に飛びまわる事ができるため餌の確保率が高い

・季節ごとに場所を移動し異つた環境に適応

・森林内 (里山)で の役割として森林の生存を支え種の保存を助ける   ―

0害 虫、獣害の駆除、種子の散布、発芽率の補助、土壌の発達を助ける

野鳥観察 (三つの気配り).

・鳥への気配り   鳥が安心して生活できる距離から観察

・自然への気配り  鳥だけを見て、足もとの草花や昆虫にまで氣が回らず、

それらを踏みつけて、台無しにしてしまうことがない様に。

・他人への気配り  野山、水田、畑など他人の土地で観察することが多い

耕作者に迷惑をかけないこと、また仲間同士の協調も大切である

時期  鳥には留鳥、夏鳥、冬鳥、漂鳥、旅鳥があリー年中見られるとは限ら

ない

四季の森公園で (運が良いと)出 会いることができる野鳥たち

・カルガモ    0マ ガモ     ・スズメ     ・ヨシゴイ t

・ズグロミゾゴイ マゴイサギ    ・コサギ     0ア オサギ

・キジバ ト    0コ ジュケイ   0カ ワセミ    ・コゲラ

・セグロセキレイ ・ヒヨドリ    ・モズ      ・ミソサザイ

。ジョウビタキ  ・ウグイス    ・アカハラ    ・ツグミ

・エナガ     ・コガラ     ・ヤマガラ    ・シジュウカラ

・メジロ     ・ホウジロ    ・アオジ     ・マヒワ

・カワラヒワ   ・ムクドリ    ・ハシブ トガラス ・ハシボソガラス

・オナガ     ・ウソ      ・イカル
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身近な鳥たち (冬)野 鳥観察入門

1 冬季に四季の森で観られる′鳥

 ` 。 マガモ ・カルガモ ・カヮセミ・ハクセキレイ 0シジユウカラ 0コゲラ ・ヒヨドリ

0 メジロ 0ウグイス ・エナガ ・ムクドリ・ツグミ・ジョウビタキ ・モズ ・スズメ

・ ハシブ トカラス 等                      
・

野鳥の観察入門 (カ ラス、ハ ト、スズメ は除く)

○ 四季の森の水辺の鳥    水上でゆっくり行動するので観察しやすい

雄は頭部が緑色、嘴は黄色。雌は淡い褐色の地に濃い茶色の濃淡、嘴は黒とオレンジ

※ アlル は、マガモを飼い慣らし家禽化したもので、現在カモの肉として流通

しているものはアヒルの肉、又は、アヒルとマガモを交配したアイガモの肉

雄と雌は同じ色彩、日本各地で普通に繁殖はする留鳥で、都市の人口池や河り||で繁殖

※ カルガモの雛の天敵はカラス、アオダイショウ、ライギョ、野良猫などで、

自然界では12羽 の雛のうち1～ 2羽が育てばよいほうである。

○ 近くの公園、水辺で観られる

オナガカモ   雄は頭がチョコレー ト色、白い切れ込みがある。

コガモ 雄は頭部が茶色日の周囲が緑色t尾羽が黄色い。

キンクロハジロ 雄は後頭部から毛が出ている。黒い顔に目が金色。

′ ホシハジロ   雄は頭部が赤褐色で体灰色。

カイツプリ   カモ類と異なり尾がない。頬から首にかけて赤みの強い茶色。

◇◇◆◆◆◇◇

冬季の水辺に生息する鳥が見やすいので野鳥観察の入門に最適、多摩川河口や横浜港瑞

穂地区では、カモメ類、カモ類tカ ワウ類が多いので観察しやすく野鳥観察の入門とし

て最適



○ 身近な野鳥   木々を飛ぶ鳥は素早いのと逆光となるので (黒い影)じ っくり観察す

る準備 と訓練が必要

もともと、水辺にいた鳥ですが、現在は公園、田畑など地面が広く露出している環境で観

られる。スズメより大きく、自と黒のコントラス トがはっきりした鳥が地面を歩いてい

たらセキレイです。四季の森公園のアシ原、広場でよく観 られます。

頭は黒で頬が自く、はっきりした顔つきをしている。おなかの中央に黒い太線がある。首

の後ろから背中にかけて黄緑色が美しい。広場で観られる。シジュウカラが見分けられる

「ギーッ」と木のうえで鳴く。

と、野鳥の見分けが広がる。

コグラ

.キツツキの一種で木にしがみついて背中に白いシマ模様で、

頭から尾まで黄緑色、腹は自で、

ウグイスと混同される。

目が自く縁取られている。ウグイス色をしているので、

全身褐色の地味な色をしている。尾をやや上げている。さえずり (繁殖期の声)は 「ホー

ホケキヨ」と鳴くが、地鳴き (繁殖期以外)は 「チャッ、チャッ」

街のなかで、ピーヨ、ピーョとうるさい。全身暗褐色、体を直立させる。はとよりやや小

さいが大きな鳥

○ 飛ぶための身体の特徴

。翼という特別な器官で飛ぶが、その他の生活上は不便

・飛翔するために、他の脊椎動物と比べ生理機能が著しく高い。体温は40度 C前 後、

心拍数は、スズメで1分間で640～ 910の 高速回転、そのため大量の食べ物を

絶えず補給しなければならない。

・鳥は高速で飛翔し、一瞬のうちに判断を追られるので視力は人の5～ 8倍

図解雑学

鳥のおもしろ行動学

ナツメ社 P21 図

※人の安静時の心拍数は、
男性で60～70程度、女
性で65～75程度

心拍数 回数/分

アヒル 120～ 200

ドバト 120～ 300

ニワトリ 150～400

カナリア 570～ 840

スズメ 640～ 910


